
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．人事委員会が、地方公務員の労働基本権を一部制約した代償措置として設置されている趣旨を踏ま 

え、不利益不遡及の原則を守り、真摯な労使交渉を基本に組合の意見を十分に尊重すること。 

２．教職員の賃金・諸手当については、人材確保法の趣旨及び文部科学省による実態調査などを踏まえ、 

現行水準を維持・改善すること。 

３．一時金については、月例給と同様に、労働者の生活を守る必要な支給月数を確保すること。 

４．権限移譲時の水準維持且つ市の制度に横並び導入したものの復元を図ること。 

①福岡市、県域、北九州市と、手当水準の較差是正の措置を講じること。 

②学校事務職員と教員について、同じ職場で働く権利の同一性を重視し、教員にあって学校事務職員に

適応されていない権利について再検討をすること。 

 

 

 

５．再任用教職員の職務・職責の実態をふまえ、さらなる給与水準を改善すること。 

 

 

 

６．会計年度職員については、正規職員との格差を解消し、安心して働き続けられるよう、処遇改善に努めること。 

 

 

 

 

 

７．臨時的任用職員につては、同一価値労働・同一賃金の観点から、その処遇改善に努めること。 

 

 

 

 

   次号「人事委員会との交渉 NO.３」につづきます！ 

JAPAN  TEACHERS’  UNION    ―教え子を再び戦場に送るなー 

２０２３．７．26        北九州市教職員組合にゅうす  

 

NO. １5 

市教組は 6月２０日、人事委員会に対して「2023年度賃金・労働条件改善並びに給
与勧告基礎作業に関する要請書」を提出し、7月１１日「調査課長意見交換」、7月１８日
「行政委員会事務局長会見」、7 月２７日「人事委員会委員会見」に臨みました。提出し
た「要請書（一部）」と重点的に補足説明をした課題を報告します。 

✊学校事務職員については、産前休暇の残りを産後に足せなかったり、結婚休暇が発生した 5 日以
内に取得となっていたりする。同じ職場で働く教員との権利格差の解消を求める。 

✊再任用教職員の職務・職責の実態をふまえ、昨年度、最大 9600 円のアップを交渉で勝ち取っ

た。その上でさらなる賃上げの検討を求める。 

✊年々処遇改善は進んでいるが、「病休」が無給になっていることから「コロナ感染」や「インフル
エンザ感染」等に対して経済的にかなりの痛手を被ることとなっている。正規職員との格差を解
消し、安心して働ける職場となるよう更なる処遇改善を求める。 

✊教員不足の現在、講師も担任を受け
持つことが当たり前になっている。同
一価値労働・同一賃金の観点から、賃
上げを含めた処遇改善を求める。 

わからないこと・困ったことがあったら･･･   何でも気軽にお問い合わせください！ 

〒８０２－００７２ 小倉北区東篠崎 3 丁目４－１ 

E-mail:jtuhokyu@lime.ocn.ne.jp    北九州教育会館 TEL（０９３）９５３－０３８１ 

「2023年度賃金・労働条件改善並びに給与勧告基礎作業に関する要請書」 


